
【戦争の悲惨さについて知る】
NO 書名 著者名 出版社 請求記号

1 「戦争」を語る 立花隆／著 文藝春秋 210.7タ

2
原爆写真を追う
東方社カメラマン林重男とヒロシマ・ナガサキ

林重男／著
井上祐子／著

図書出版みぎわ 210.7ハ

3 少女たちがみつめた長崎 渡辺考／著 書肆侃侃房 210.7ワ

4
広島の記憶
HIRO SHIMA

泉美術館 217.6ヒ

5
小山・野木・結城合同 広島平和記念式典 中学生
派遣事業2024
派遣事業報告及び感想文集 令和６年度

小山市・小山市教育
委員会[ほか]／編

小山市
野木町
結城市

319オ(地)

6
原爆後の75年
長崎の記憶と記録をたどる

長崎原爆の戦後史を
のこす会／編

書肆九十九 319ゲ

7 戦争と平和を考えるNHKドキュメンタリー 日本平和学会／編 法律文化社 319セ

8
被爆者から「明日の語り手へ」
核兵器禁止条約から廃絶に

赤旗編集局／編 新日本出版社 319ヒ

9
被爆者からあなたに
いま伝えたいこと

日本原水爆被害者団
体協議会／編

岩波書店 319ヒ

10
G７広島サミット
被爆地から世界へ
報道写真集

中国新聞社／編著 中国新聞社 329ジ

11
屍の街
大田洋子原爆作品集　他11編

大田洋子／著
長谷川啓／編

小鳥遊書房 Fオオタ

☆請求記号・・・図書館の本の背ラベルの記号です。上記の本は、すべて当館で所蔵しています。

☆請求記号・・・（地）… １階 「地域資料コーナー」　F … 1階「日本の小説コーナー」に所蔵しています。

小山市は、わが国が世界唯一の被爆国として、核兵器の恐ろしさと被爆国の苦しみを世界の人々に訴

え続けるとともに、再び地球上に広島・長崎の惨禍が繰り返されることがないよう世界の恒久平和を

強く念願し、平成4年7月1日に平和都市を宣言いたしました。

平和都市宣言の趣旨に基づき、市民の平和意識を高めるため、平成7年度から原爆写真等を展示する

「平和展」を開催しています。

行政展示 平和事業（出張平和展）

引用：小山市ホームページ（平成４年に平和都市を宣言）

今回は、平和都市宣言の趣旨に基づき、市民の平和意識を高めるため、「戦争の悲惨さ、原爆の恐ろ

しさ、平和の尊さ」を知ってもらう本を集めてみました。

令和７(2025)年７月　小山市立中央図書館



NO 書名 著者名 出版社 請求記号

1
核兵器と戦争のない世界をめざす高校生たち
平和集会・平和ゼミナールの50年

高校生平和ゼミナール全
国連絡センター／編

大月書店 319カ

2 平和の条件
E.H.カー／著
中村研一／訳

岩波書店 B319カ

3
戦争ミュージアム
記憶の回路をつなぐ

梯久美子／著 岩波書店 S319カ

4 18歳からはじめる国際法 佐藤哲夫[ほか]／編 法律文化社 329ジ(青)

5
仁科芳雄
「原爆を作ろうとした物理学者」がみたもの

上山明博／著 青土社 429ウ

NO 書名 著者名 出版社 請求記号

1
ピースフル・プラネット
なぜ戦争が起きるの？
平和な世界を作るためにできること

アンナ・クレイボーン／作
大山泉／訳

評論社 319ク(児)

2 はじめての戦争と平和 鶴岡路人／著 筑摩書房 319ツ(青)

3 戦火のあとで 宮川健郎／編 汐文社
913セン
カ(児)

4 せんそうがおわるまで、あと2分
ジャック・ゴールドス
ティン／作
長友恵子／訳

合同出版 Eゴルド

5
やくそく
ぼくらはぜったい戦争しない

那須正幹／さく
武田美穂／え

ポプラ社 Eタケダ

【平和について考える　児童書】

【平和について考える】

☆請求記号・・・図書館の本の背ラベルの記号です。上記の本は、すべて当館で所蔵しています。

☆請求記号・・・（児）、（E）… １階 「児童開架室」（S）… １階 「新書コーナー」（B）… 1階「文庫コーナー」
　　　　　　　　（青）… 2階「青少年コーナー」に所蔵しています。

「戦後80年 2025平和展（本会場）」のお知らせ

時間：午前10時～午後６時まで（最終日のみ午後３時まで）

場所：小山市立生涯学習センター（えるるOYAMA）ギャラリー・ホール

内容：広島・長崎原爆写真パネル展示、平和ポスターコンクール作品展示

平和に関するビデオ上映等

開催日 2025年7月31日（木）～ 8月4日（月）

小山市の平和事業についてもっと知りたい方はこちら！

【小山市 平和事業】
問い合わせ 行政総務課 行政総務係

電話番号 0285-22-9313

令和7(2025)年７月　小山市立中央図書館


